
Ⅰ 県内観光の現状 

 

＜観光入込客数＞ 

本県内への観光客入込数は、広域道路網の開通や大規模商業施設の開業

などにより増加傾向にあり、新型コロナウイルス感染症拡大以前は、年間

２億人弱（令和元年）の水準にあった。 

感染症の拡大以降は、「全国旅行支援事業」などによる下支えはあったも

のの、移動制限等により大幅に減少した。 

令和５年５月の感染症の５類移行等に伴い、回復・増加傾向にある。 

 

＜宿泊客数＞ 

首都圏に位置し、東京都に隣接することもあり、日帰り客が多く、入込

客総数に占める宿泊客数の割合は少ない。 

 

 

 

〇 県内の観光入込客の状況（千葉県調査）       （単位：千人） 

 
令和４年 令和３年 令和２年 令和元年 

令和４年の状況 

対令和３年 対令和元年 

観光入込客数 137,734 109,559 108,162 185,898   25.7％ ▲25.9％ 

宿泊客数 14,201 9,280 8,997 20,101  53.0％ ▲29.3％ 

 

 

＜訪日外国人客数＞ 

成田空港を擁するため、県内を訪れる外国人客数は多いが、到着後は、
すぐに都内等へ移動し、そのまま出国する「素通り」が多いとされる。 
 

○「訪日外国人消費動向調査」（令和元年） 
 訪問者数(万人) 消費単価(万円/人) 平均泊数(泊)* 

東京都 1,410.3 (1) 10.9 (2) 5.6  (8) 

大阪府 1,152.5 (2) 7.3 (5) 3.1 (33) 

千葉県 1,048.5 (3) 1.6 (46) 0.8 (46) 

京都府 830.1 (4) 3.4 (31) 2.3 (38) 

奈良県 349.5 (5) 0.8 (47) 0.4 (47) 

*空海港の出国ロビー内で、出国手続きを終えた訪日外国人に対し聞き取り調査を実施したもの。 
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令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日   

商 工 労 働 部 観 光 企 画 課  

  電話 ０４３（２２３）２４８６  
 

令和４年観光客の入込動向について（速報値）  
 

県では、毎年、１月から１２月までの県内の観光客の入込動向について調査しています。 

令和４年の観光入込客数は、延べ約１億３,７７３万人（対前年比２５．７％増、    

対令和元年比２５．９％減）となり、また、宿泊客数は、延べ約１,４２０万人      

（対前年比５３．０％増、対令和元年比２９．３％減）で、うち外国人は、延べ      

約６０万人（対前年比２８．４％増、対令和元年比８４．９％減）となりました。 

行動制限の多かった令和３年と比べ増加しておりますが、感染症拡大前の令和元年と 

比較すると、７割程度の回復にとどまっています。しかしながら、令和４年１０月以降は、

千葉とく旅キャンペーンの全国拡大や水際対策の緩和等により減少幅が縮小しており、 

県内観光の入込動向は回復傾向となっています。 
 

 

※本調査のうち観光入込客数（延べ人数）は、「観光入込客統計に関する共通基準」（平成２１年１２月国土

交通省観光庁策定、平成２５年３月改定。）に基づき、調査を行っています。また、宿泊客数（延べ人数）

は、県独自の調査になります。 

※各表における合計と内訳については、端数処理を行っているため一致しない場合があります。 

※各表において、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年の数値を記載しています。 

 

 

１ 令和４年観光入込調査の結果概要  
 

○ 観光入込客数（延べ人数） 
 

令和4年 令和3年 令和元年
対前年比
（％）

対令和元年比

（％）

観光入込客数（延べ人数） 636 (554) (769) 137,734 109,559 185,898 25.7 ▲ 25.9

うち観光地点 513 (480) (548) 125,849 104,234 157,924 20.7 ▲ 20.3

うち行祭事・イベント 123 (74) (221) 11,885 5,325 27,974 123.2 ▲ 57.5

項目
調査対象
地点数

 
 
※調査対象地点数欄のかっこ書きは、左は令和３年の数値、右は令和元年の数値。 

○ 宿泊客数（延べ人数） 

令和4年 令和3年 令和元年
対前年比
(％)

対令和元年比

(％)

890 (885) (859) 14,201 9,280 20,101 53.0 ▲ 29.3

うち外国人宿泊客数 601 468 3,981 28.4 ▲ 84.9―

項目

宿泊客数（延べ人数）

調査対象
施設数

 
※調査対象地点数欄のかっこ書きは、左は令和３年の数値、右は令和元年の数値。 

 

 

 

 

報道資料 千 葉 県 

Chiba Prefectural Government 

 (単位：千人地点） 

 (単位：千人泊） 

3



 

 (単位：千人地点） 

 (単位：千人泊） 

 (単位：千人地点） 

○ 観光入込客数（延べ人数）の推移 
 

区分 平成23年平成24年平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

観光入込客数 133,353 155,100 165,928 167,667 173,705 177,533 179,335 186,832 185,898 108,162 109,559 137,734

対前年比(％) ▲ 15.1 16.3 7.0 1.0 3.6 2.2 1.0 4.2 ▲ 0.5 ▲ 41.8 1.3 25.7
 

○ 宿泊客数（延べ人数）の推移 

区分 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

宿泊客数 12,529 14,499 15,424 16,193 17,553 17,384 18,122 19,233 20,101 8,997 9,280 14,201

対前年比(％) ▲ 19.7 15.7 6.4 5.0 8.4 ▲ 1.0 4.2 6.1 4.5 ▲ 55.2 3.1 53.0
 

○ 観光入込客数及び宿泊客数の推移及び千葉県観光の沿革 
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※平成１６年及び平成２２年に調査方法を全面的に改めたため、単純な経年比較はできません。

（千人）令和元年房総半島台風

・東日本台風

及び10月25日の大雨

（令和元年9、10月）東京外環自動車道

（三郷南IC～高谷JCT）

開通（平成30年6月）

千葉東金道路

（千葉東IC～東金IC）

開通

（昭和54年3月）

京葉道路

千葉東金道路

全線開通

（昭和55年10月）

東京ディズニー

ランド開園

（昭和58年4月）

成田空港開港

（昭和53年5月）

海水浴客が最高

（1,334万人）

（昭和46年）

東関東自動車道

（佐原香取ICまで延伸）

（昭和61年3月）

幕張メッセ

オープン

（平成元年10月）

京葉線全線開業

（蘇我駅～東京駅）

（平成2年3月）
東京湾アクアライン

開通

（平成9年12月）

富津館山道路

〔富津竹岡IC～

鋸南富山IC〕開通

（平成11年3月）

ちばデスティネーション

キャンペーン

（平成19年2～4月）

館山自動車道〔君津IC～

富津中央IC〕開通で

全線開通 （平成19年7月）

館山自動車道

（千葉～木更津南IC）

開通（平成7年7月）

東京ディズニーシー

開園

（平成13年9月）

同時多発テロ勃発

（平成13年9月）

SARS発生

（平成15年）

鳥インフルエン

ザ発生

（平成16年）

東日本

大震災発生

（平成23年3

月）

東京湾アクアライン

料金引下げ

社会実験開始

（平成21年8月）

三井アウトレット

パーク木更津

オープン

（平成24年4月）

新型コロナウイル

ス感染症発生

（令和2年3月～）

酒々井プレミアム・

アウトレット

オープン

（平成25年4月）

全国旅行支援

実施

（令和4年10月～）

 

 

２ 観光入込客の状況（地域別、月別） 

○ 地域別の観光入込客数（延べ人数）の状況 

区分 千葉 東葛飾 印旛 香取 海匝 山武 長生 夷隅 安房 君津 合計

令和4年 23,319 42,380 19,315 8,437 4,527 4,456 2,985 1,956 9,450 20,909 137,734

令和3年 18,728 26,929 17,046 7,331 4,101 3,767 2,522 1,735 7,669 19,730 109,559

令和元年 31,531 65,836 26,629 8,997 5,600 5,042 4,232 2,466 10,181 25,383 185,898

対前年比（％） 24.5 57.4 13.3 15.1 10.4 18.3 18.4 12.7 23.2 6.0 25.7

対令和元年比（％） ▲ 26.0 ▲ 35.6 ▲ 27.5 ▲ 6.2 ▲ 19.2 ▲ 11.6 ▲ 29.5 ▲ 20.7 ▲ 7.2 ▲ 17.6 ▲ 25.9

 令和4年地域別構成比(%) 16.9 30.8 14.0 6.1 3.3 3.2 2.2 1.4 6.9 15.2 100.0  
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○ 月別の観光入込客数（延べ人数）の状況 
 

地域名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

千葉 2,164 1,158 1,746 2,028 2,469 1,782 1,950 2,210 1,964 2,113 1,994 1,741 23,319

東葛飾 3,228 2,380 3,718 3,300 3,635 2,990 3,226 3,707 3,305 4,352 4,292 4,247 42,380

印旛 1,922 1,200 1,484 1,837 1,585 1,388 1,803 1,581 1,441 1,679 1,971 1,423 19,315

香取 1,279 465 573 554 681 673 833 587 591 984 631 584 8,437

海匝 598 250 331 341 450 295 359 467 359 355 369 355 4,527

山武 433 308 376 326 377 293 490 630 320 321 299 283 4,456

長生 212 145 193 205 267 230 373 335 234 270 244 276 2,985

夷隅 87 77 122 147 171 130 240 339 156 148 136 202 1,956

安房 791 745 814 684 880 673 864 1,184 726 678 682 731 9,450

君津 1,667 1,292 1,781 1,671 2,039 1,621 1,708 2,018 1,648 1,704 1,942 1,818 20,909

令和4年 12,384 8,020 11,139 11,091 12,553 10,077 11,845 13,056 10,744 12,604 12,560 11,659 137,734

令和3年 9,446 7,540 8,374 9,168 9,732 7,844 8,672 8,822 8,340 9,468 11,285 10,867 109,559

令和元年 20,736 12,015 16,118 16,608 15,899 12,901 16,681 21,130 13,037 12,752 14,655 13,369 185,898

対前年比
（％）

31.1 6.4 33.0 21.0 29.0 28.5 36.6 48.0 28.8 33.1 11.3 7.3 25.7

対令和元年比

（％）
▲ 40.3 ▲ 33.3 ▲ 30.9 ▲ 33.2 ▲ 21.0 ▲ 21.9 ▲ 29.0 ▲ 38.2 ▲ 17.6 ▲ 1.2 ▲ 14.3 ▲ 12.8 ▲ 25.9

令和4年月別

構成比（％） 9.0 5.8 8.1 8.1 9.1 7.3 8.6 9.5 7.8 9.2 9.1 8.5 100.0 
【参考】 
（令和２年） 
 ・１月８日～２月２９日：千葉県ふっこう割 
 ・４月７日～５月２５日：緊急事態宣言 
 ・７月２２日～１２月２７日：Go To トラベル キャンペーン（１０月１日から全国拡大） 
 ・８月２７日～１２月２７日：ディスカバー千葉（１０月１日から全国拡大） 
（令和３年） 
  ・１月８日～３月２１日：緊急事態宣言 
 ・４月２０日～８月１日：まん延防止等重点措置 
 ・８月２日～９月３０日：緊急事態宣言 
 ・１０月１８日～（令和４年）１月２６日：ディスカバー千葉 
（令和４年） 
・１月６日～１月２６日：千葉とく旅キャンペーン（県民割） 
・１月２１日～３月２１日：まん延防止等重点措置 
・３月２４日～１０月１０日：千葉とく旅キャンペーン（県民割） 

 ・１０月１１日～１２月２７日：千葉とく旅キャンペーン（全国旅行支援） 
（令和５年） 
 ・１月１０日～６月３０日：千葉とく旅キャンペーン（全国旅行支援） 

３ 宿泊客の状況（地域別、月別） 

○ 地域別の宿泊客数（延べ人数）の状況 
 

区分 千葉 東葛飾 印旛 香取 海匝 山武 長生 夷隅 安房 君津 合計

令和4年 2,598 6,145 1,634 112 282 179 320 390 1,693 849 14,201

令和3年 1,946 3,324 1,345 97 212 142 156 322 1,123 613 9,280

令和元年 3,066 9,008 4,123 98 310 232 424 451 1,515 874 20,101

対前年比(%) 33.5 84.8 21.5 15.5 33.2 26.1 105.7 21.0 50.8 38.6 53.0

対令和元年比(%) ▲ 15.3 ▲ 31.8 ▲ 60.4 14.5 ▲ 9.1 ▲ 23.1 ▲ 24.6 ▲ 13.5 11.8 ▲ 2.9 ▲ 29.3

令和4年
地域別構成比(%) 18.3 43.3 11.5 0.8 2.0 1.3 2.3 2.7 11.9 6.0 100.0

 

 

 

 

 (単位：千人地点) 

 (単位：千人泊) 
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○ 月別の宿泊客数（延べ人数）の状況 

 

地域名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

千葉 167 169 209 207 228 199 208 245 219 228 244 275 2,598

東葛飾 397 311 492 433 482 463 508 590 534 617 636 682 6,145

印旛 106 95 124 138 138 116 117 137 129 156 176 201 1,634

香取 5 5 9 9 11 11 11 13 10 10 10 9 112

海匝 19 15 20 22 26 26 24 33 23 24 25 26 282

山武 11 7 14 14 16 13 18 28 15 14 13 16 179

長生 20 12 24 23 29 19 31 48 28 27 27 33 320

夷隅 21 15 28 28 33 24 40 66 30 32 34 38 390

安房 111 78 128 128 145 123 170 248 138 125 141 158 1,693

君津 51 40 63 67 75 60 77 111 73 76 77 79 849

令和4年 908 746 1,109 1,069 1,182 1,055 1,205 1,518 1,199 1,310 1,383 1,518 14,201

令和3年 493 445 658 665 667 601 879 967 717 900 1,090 1,196 9,280

令和元年 1,487 1,441 1,842 1,715 1,710 1,539 1,747 2,176 1,590 1,595 1,629 1,632 20,101

対前年比(%) 84.1 67.5 68.6 60.6 77.1 75.5 37.0 56.9 67.2 45.5 26.9 27.0 53.0

対令和元年比(%) ▲ 39.0 ▲ 48.2 ▲ 39.8 ▲ 37.7 ▲ 30.9 ▲ 31.4 ▲ 31.0 ▲ 30.2 ▲ 24.6 ▲ 17.8 ▲ 15.1 ▲ 7.0 ▲ 29.3
令和4年月別

構成比（％） 6.4 5.3 7.8 7.5 8.3 7.4 8.5 10.7 8.4 9.2 9.7 10.7 100.0  
 
【参考】 
（令和２年） 
 ・１月８日～２月２９日：千葉県ふっこう割 
 ・４月７日～５月２５日：緊急事態宣言 
 ・７月２２日～１２月２７日：Go To トラベル キャンペーン（１０月１日から全国拡大） 
 ・８月２７日～１２月２７日：ディスカバー千葉（１０月１日から全国拡大） 
（令和３年） 
  ・１月８日～３月２１日：緊急事態宣言 
 ・４月２０日～８月１日：まん延防止等重点措置 
 ・８月２日～９月３０日：緊急事態宣言 
 ・１０月１８日～（令和４年）１月２６日：ディスカバー千葉 
（令和４年） 
・１月６日～１月２６日：千葉とく旅キャンペーン（県民割） 
・１月２１日～３月２１日：まん延防止等重点措置 
・３月２４日～１０月１０日：千葉とく旅キャンペーン（県民割） 

 ・１０月１１日～１２月２７日：千葉とく旅キャンペーン（全国旅行支援） 
（令和５年） 
 ・１月１０日～６月３０日：千葉とく旅キャンペーン（全国旅行支援） 

 (単位：千人泊) 
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Ⅱ 検討項目（案）に関する現状・取組 

１ 人材確保 

＜全国の状況＞ 

○令和５年版 観光白書の分析（要約） 

感染症の影響から観光需要が回復に向かう中、観光産業では、生産性の低さ

や人材不足等、感染拡大前からの積年の構造的課題が一層顕在化している。  

宿泊業の賃金（平成 30 年以降の推移）は令和２年から減少傾向が続き、全

産業との差が拡大している。 

宿泊業、飲食サービス業（令和３年）の入職率は「生活関連サービス業、娯

楽業」に次いで２番目に高く、離職率は最も高く、雇用の流動が激しい。 

これら観光産業における賃金や雇用の構造的な課題により、人員不足が深

刻化している。 

 

○民間調査機関による調査結果 

旅館・ホテル業では、約７割の事業者が、正社員、非正社員ともに人手不足

を感じており、いずれも、業種別では２番目に高い結果だった。 

（㈱帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査（令和５年７月調査） 

 

 ・正社員の人手不足割合（上位５業種） 

  業種 Ｒ５．７月 Ｒ４．７月 Ｒ３．７月 

１ 情報・サービス ７４．０ ６４．９ ５４．７ 

２ 旅館・ホテル ７２．６ ６６．７ ２２．５ 

３ 建設 ６８．３ ６２．７ ５７．５ 

４ メンテナンス・警備・検査 ６８．２ ５９．８ ５３．８ 

５ 飲食店 ６６．３ ５４．１ ４３．６ 

全業種 ５１．４ ４７．７ ４０．７ 

 

  ・非正社員の人手不足割合（上位５業種） 

  業種 Ｒ５．７月 Ｒ４．７月 Ｒ３．７月 

１ 飲食店 ８３．５ ７３．０ ５６．４ 

２ 旅館・ホテル ６８．１ ５５．３ ３９．５ 

３ 人材派遣・紹介 ６５．８ ５５．４ ４１．８ 

４ 各種商品販売 ５６．６ ５６．５ ４８．８ 

５ 飲食料品小売 ５３．６ ５４．５ ４１．４ 

全業種 ３０．５ ２８．５ ２２．５ 
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＜県内の状況＞  

宿泊業などにおいて、フロントや調理部門などにおける人材不足が深刻であ

り、外国人材の積極雇用の必要性を訴える声もある。 

（県内宿泊業における外国人の雇用者数は、全国同様、近年、増加傾向にある。） 

 

○県内における外国人雇用状況（千葉労働局発表資料より調製） 

 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 

事業所 人 数 事業所 人 数 事業所 人 数 事業所 人 数 

宿泊業 117 649 123 663 136 661 143 725 

飲食店 1,468 6,164 1,568 5,629 1,649 5,281 1,550 4,559 

全産業 9,786 60,413 11,299 67,177 12,416 68,155 12,805 69,106 

(全国)         

宿泊業 3,796 22,929 4,193 23,246 4,381 21,931 4,685 24,376 

飲食店 30,158 182,471 32,637 178,326 35,803 179,816 37,633 182,550 

全産業 242,608 1,658,804 267,243 1,724,328 285,080 1,727,221 298,790 1,822,725 

 

 

＜本県における取組＞ 

○宿泊業人材確保事業（令和５年度９月補正予算 ７,６００千円） 

宿泊業の人材確保に向け、事業者には、従業員の働きやすい職場づくりや

ＤＸの活用等を促すセミナーを、求職者には、宿泊業の魅力・やりがいなど

を伝えるセミナーを開催するとともに、両者のマッチング支援を実施する。 
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２ 将来的な国内観光客の減少 

＜全国・千葉県の状況＞ 

日本の総人口は、２００５年に戦後初めて前年を下回った後、２００８年に

ピークとなり、２０１１年以降、連続して減少している。 

千葉県の人口（令和５年９月１日現在）は６２７．４万人で、前年同月を約

２千人下回った。 

今後は、国内・県内ともに、人口減少が見込まれている。 

 

○ 全国の人口推移の見込み（単位：千人） 

 
総人口 

 
0～14 歳 

 
15～64 歳 

 
65 歳以上 

 

変動率 変動率 変動率 変動率 

R5 (2023) 124,408 1.00 14,202 1.00 73,858 1.00 36,348 1.00 

R10(2028) 121,414 0.98 12,850 0.90 71,880 0.97 36,683 1.01 

R15(2133) 118,071 0.95 11,879 0.84 68,949 0.93 37,243 1.02 

R20(2038) 114,391 0.92 11,520 0.81 64,132 0.87 38,739 1.07 

R25(2043) 110,434 0.89 11,214 0.79 59,691 0.81 39,529 1.09 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」中、

「出生・死亡中位」から調製 
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○ 本県の人口推移の見込み（単位：千人） 

 
総人口 

 
0～14 歳 

 
15～64 歳 

 
65 歳以上 

 

変動率 変動率 変動率 変動率 

R2 (2020) 6,205 1.00 724 1.00 3,727 1.00 1,754 1.00 

R7 (2025) 6,118 0.99 675 0.93 3,653 0.98 1,791 1.02 

R12(2030) 5,986 0.96 639 0.88 3,528 0.95 1,819 1.04 

R17(2035) 5,823 0.94 608 0.84 3,340 0.90 1,875 1.07 

R22(2040) 5,646 0.91 589 0.81 3,083 0.83 1,973 1.12 

R27(2045) 5,463 0.88 569 0.79 2,906 0.78 1,989 1.13 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成３０年）

から調製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選ばれる地域・施設づくり＞ 

 今後見込まれる人口減少、特に生産年齢人口の減少は、国内旅行客による旅

行市場の縮小を意味することから、魅力ある地域、施設づくりが必要となる。 

 

〇観光コンテンツ高付加価値化促進事業（令和５年度 100,000 千円） 
中長期的な観光需要の拡大のため、地域が一体となった観光コンテンツ（新

規または既存事業の磨き上げ）を開発する取組を支援する。 

（採択事業例） 

・普段は公開されていない夜間の博物館を公開し、特別な料理と夜景を楽し

める取組 

・トッププロサーファーと１泊２日で集中レッスンを受ける取組 等 
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３ インバウンドの回復を見据えた取組 

 
＜全国の状況＞ 
感染症の世界的な感染拡大に伴い、訪日客は大幅に減少した。 

令和５年５月の５類移行、水際対策の緩和等により回復傾向に転じ、中国の

海外団体旅行解禁（令和５年８月）もあり、今後は増加傾向が期待されている。 

 

○ 訪日外国人旅行者数の推移             （単位：万人） 

 H30 年 R1 年 R2 年 R3 年 R4 年 R5 年 

訪日外客数 ＊１ 3,119 3,188 412 25 383 1,737(1-9 月) 

日本人旅行者 ＊２ 56,178 58,710 29,341 26,821 41,785 10,162(1-3 月） 

＊1 日本政府観光局統計、 令和 5 年（1～9 月）は元年同期比 28.8％減 

＊2 旅行･観光消費動向調査、令和 5年（1～3 月）は元年同期比 15.9％減 

 

○成田空港の国際線旅客数（令和５年４～９月） 

 ・総数 １,２６６万人  （前年同期比２．９倍、令和元年同期比約７割） 

  うち外国人旅客 ８０４万人（前年同期比７倍、令和元年同期比約９割） 

 

 

＜県内の状況＞ 
成田空港を擁するため、県内を訪れる外国人客数は多い。 

他方で、成田空港到着後は、すぐに都内等へ移動し、そのまま出国する、

「素通り」が多いとされ、県内への周遊促進等が課題。 

 訪日客の増加を見据え、富裕層等を対象としたコンテンツ造成等が必要。 

  

○ 訪日外国人の状況（２０１９年(R1 年)「訪日外国人消費動向調査」より） 

 訪問者数(万人) 消費単価(万円/人) 平均泊数(泊)* 

東京都 1,410.3 (1) 10.9 (2) 5.6  (8) 

大阪府 1,152.5 (2) 7.3 (5) 3.1 (33) 

千葉県 1,048.5 (3) 1.6 (46) 0.8 (46) 

京都府 830.1 (4) 3.4 (31) 2.3 (38) 

奈良県 349.5 (5) 0.8 (47) 0.4 (47) 

愛知県 269.4 (6) 6.1 (8) 3.8 (26) 

福岡県 259.5 (7) 7.1  (6) 3.8 (26) 

北海道 239.1 (8) 12.1  (1) 5.5 (10) 

神奈川県 234.0 (9) 5.4 (13) 5.3 (13) 

沖縄県 182.7 (10) 9.7  (3) 4.8 (17) 

埼玉県      31.7 (24)      7.4  (4)   15.1  (1) 

  *空海港の出国ロビー内で、出国手続きを終えた訪日外国人に対し聞き取り調査を実施したもの。 
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＜県における取組＞ 
 ○令和５年度事業 ＜訪日客誘致関連、カッコ内は令和５年度予算額＞ 

・海外国際観光展や現地商談会等への参加           （41,658 千円） 

・多言語のウェブサイト・SNS 等を活用した情報発信      （47,260 千円） 

・台湾に設置した「観光レップ」による現地情報の収集と PR    （8,735 千円） 

・訪日教育旅行の誘致                                       （40,639 千円） 

・訪日団体旅行客向けバスツアー造成支援事業                 （32,186 千円） 
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４ 新たな旅のスタイルへの対応 

 

＜国における取組＞ 

感染症の影響もありテレワークが浸透する中で、場所にとらわれない柔軟な

働き方が可能となってきており、人々の行動・生活・労働様式が変化し、ニー

ズが多様化している。 

職場や自宅を離れ、仕事もしながら余暇も過ごせるようになることで、日常

にない気付きや学び、交流が得られ、新たな価値創出や地域・社会の課題に取

り組むなどのきっかけとなるといった効果も出てきている。 

国においては、ポストコロナを見据え、地域との関係性構築を通じて、継続 

した来訪を促進するための「第２のふるさとづくり」、企業と地域によるワー

ケーションの取組や将来にわたって旅行者をひきつける新たなレガシー形成

により、国内外の観光需要を喚起し、交流人口や関係人口の拡大、地域活性化

を図ることとしている。 

 他方で、国の調査では、ワーケーション制度を導入している企業は、着実に

増加はしているものの、いまだに高い水準とはいえない状況にある。 

 （令和３年：９．１％から、令和４年：１３．４％） 

 

 この他にも、富裕層向けのコンテンツ造成、従来の「モノ」への消費に代わ

る、体験型観光メニューなどの造成も求められている。 
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＜今後の成長が期待されるツーリズム（例）＞ 

〇ガストロノミーツーリズム 

観光客の体験・活動が、食や食材に関連付いている旅行スタイル。本格的、

伝統的又は革新的な料理体験のほか、地域の産地訪問、食に関するフェスティ

バルへの参加、料理教室への参加など、他の関連活動を含む場合もある。 

例：ワインツーリズム 

ブドウ園やワイナリーの訪問、テイスティング、ワイン産地近隣でのワイン

の消費または購入を観光の目的とする。 

 

他県における取組例 

・しずおか型ガストロノミーツーリズム 

歴史スポットや地元ならではの素材、お茶、日本酒などについて、地域の旬

の食材や料理の堪能、地域ならではの食文化や食の背景の理解、生産者や料理

人との交流、地域の地理・歴史・文化の体験などを推進。 

 

 

〇アドベンチャーツーリズム 

「自然」、「アクティビティ」、「文化体験」の３要素のうち２つ以上で構成さ

れる旅行。旅行者は、個々のコンテンツの質の高さ、各々の興味・関心に応じ

たテーマ・ストーリー性のある滞在プランなど、地域ならではの体験を求める。 

 自然・文化等の豊富な地域資源を活用し、日本の本質を深く体験・体感でき

るため、国内外の観光客の消費額増加や満足度向上に繋がることが期待される。 

 

〇メディカルツーリズム 

医療サービスを求めて他国へ行く旅行。観光資源を組み合わせて外国人観光

客を誘致する取組は世界的に行われており、日本では、2009 年に国の新成長戦

略に盛り込まれた。 

人間ドックや検診等の「健診」、再生医療を美容分野に活かしたエステ、森林

療法などの「美容や健康増進」がある。健診や治療等の終了後、または健診結

果を待つ合間に観光期間を設け、医療サービスと観光資源を共に提供すること

で、外国人観光客の誘致をめざしている。 

北海道などが取り組んでいる。  

 

〇ユニバーサルツーリズム 

高齢や障がい等の有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行。 

人工透析を受ける施設と契約した海外旅行や段差の少ない宿を選んだ国内旅 

行、妊婦用の施設を備えた宿に泊まるマタニティ旅行など、あらゆる人に優し 

い旅行が少しずつ増えてきている。言葉に不自由さを感じる訪日外国人旅行へ 

の必要な対応もそのうちの一つ。 
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〇スポーツツーリズム 

スポーツ資源とツーリズムを融合する取組み。スポーツをする（大会参加や

アクティビティ、合宿など） 観る（スポーツ観戦など）支える（ボランティ

アやマネジメントなど）ことで、周辺観光や飲食宿泊などの経済効果、交流人

口拡大、旅行者へのスポーツ施設・プログラムや宿泊環境整備などによるまち

づくり、国際競技大会等のスポーツイベント招致による地域発信が期待される。 

 

〇グリーンツーリズム 

農山漁村に滞在し農漁業体験を楽しみ、都市住民に自然や地元の人とふれあ

う機会を提供するだけでなく、農山漁村を活性化させ、新たな産業を創出する

ことが期待されている。 

1994（平成 6）年に、グリーンツーリズムの振興を支援する「農山漁村余暇

法」が制定され、様々な地域で農家民宿の登録。基盤整備、体験・交流プログ

ラムの作成がなされ、教育旅行など旅行者の受け入れが行われている。 

 

＜本県における取組＞ 

○ちばワーケーション受入促進事業（令和５年度 ７７,７００千円） 

地域で受け入れる場合には、宿泊施設等に対し、設備や備品等の受入れ環境

整備費用を補助するとともに、実施を希望する企業向けのモニターツアーの開

催、受け入れ施設やプログラム等の情報発信等を行うことで、県内における受

入れ体制の整備を促進。 

（千葉県は合宿型ワーケーションを推進） 
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５ デジタル技術の効果的活用 

 

＜国における取組＞ 

国では、観光分野における DX の推進により、旅行者の利便性向上や観光産

業における生産性向上等に取り組むとともに、地域間・観光事業者間の連携を

通じた地域活性化や持続可能な経済社会の実現を目指した取組を推進してい

る。 

「観光 DX」とは、業務のデジタル化により効率化を図るだけではなく、デジ

タル化によって収集されるデータの分析・利活用により、ビジネス戦略の再検

討や、新たなビジネスモデルの創出といった変革を行うものとされる。 

 

参考に、観光庁「観光 DX 推進のあり方に関する検討会」資料を添付 

 

＜本県における取組＞ 

○デジタルマーケティング事業（令和５年度９月補正予算 ４６,０００千円） 

本県に来訪している観光客の周遊傾向等を把握し、効果的に事業を実施する 

ため、 

・（公財）日本観光振興協会デジタルプラットフォームの利用 

・東京湾アクアラインの実証実験の影響調査（人流等） 

・富裕層の人流・消費動向調査  

等を実施。 
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して
い

る
が

、導
入

して
い

な
い

（
ス

キ
ル

、
予

算
）

ツー
ル

は
導

入
され

て
い

る
が

、事
業

者
間

で
、連

携
可

能
な

ツー
ル

で
は

な
い

各
種

ツー
ル

か
らデ

ー
タを

抽
出

で
きな

い
ケ

ー
ス

も
あ

り、
非

効
率

な
管

理
とな

って
い

る

○
収

益
最

大
化

に
つ

な
が

る
取

組
み

が
不

十
分 旅
行

者
の

関
心

・行
動

な
どを

把
握

して
い

な
い

旅
行

者
の

関
心

や
行

動
を踏

まえ
た

サ
ー

ビス
を提

供
して

い
な

い
サ

ー
ビス

に
見

合
う価

格
設

定
が

で
きて

い
な

い

○
デ

ジ
タル

化
に

精
通

した
人

材
が

不
足

して
い

る
デ

ジ
タル

人
材

を事
業

者
の

間
で

共
有

す
る

仕
組

み
が

な
い

外
部

か
らデ

ジ
タル

人
材

を確
保

す
る

取
組

が
不

足

○
上

記
人

材
を育

成
す

る
取

組
が

不
足

して
い

る
デ

ジ
タル

人
材

を地
域

で
育

成
す

る
環

境
が

整
え

られ
て

い
な

い
外

部
に

よる
デ

ジ
タル

人
材

育
成

プロ
グ

ラム
の

導
入

が
不

足

４
本

柱
に

お
け

る
課

題
の

仮
説

（
総

論
）

旅
行

者
の

利
便

性
向

上
周

遊
促

進
観

光
デ

ジ
タ

ル
人

材
の

育
成

・活
用

観
光

地
経

営
の

高
度

化
（

D
M

O
、地

方
自

治
体

等
）

観
光

産
業

の
生

産
性

向
上

（
宿

泊
、ア

ク
テ

ィビ
テ

ィ事
業

者
等

）
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〇
人

口
減

少
が

進
む

我
が

国
に

お
い

て
、国

内
外

との
交

流
を

生
み

出
す

観
光

は
、地

方
創

生
の

切
り札

。
〇

観
光

分
野

の
デ

ジ
タ

ル
実

装
を

進
め

、消
費

拡
大

、再
来

訪
促

進
等

を
図

る
とと

も
に

、こ
れ

を
支

え
る

人
材

を
育

成
し、

稼
ぐ地

域
を

創
出

。
〇

分
野

間
の

デ
ジ

タ
ル

連
携

の
強

化
によ

り地
域

全
体

の
収

益
最

大
化

を図
るこ

とで
、地

域
活

性
化

・持
続

可
能

な
経

済
社

会
を実

現
。

分
野

間
の

デ
ジ

タ
ル

連
携

の
強

化
に

よ
り、

地
域

全
体

の
収

益
を

最
大

化
⇒

地
域

活
性

化
・持

続
可

能
な

経
済

社
会

を
実

現

旅
行

者
の

利
便

性
向

上
周

遊
促

進
〇

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
等

に
よる

、
リア

ル
タイ

ム
性

の
高

い
情

報
発

信

「奥
京

都
M

aa
S」

「観
光

快
適

度
マ

ップ
」

G
PS

デ
ー

タ
等

を
活

用
し、

人
流

を
把

握
→

混
雑

状
況

を
見

え
る

化

観
光

地
経

営
の

高
度

化
〇

旅
行

者
の

キ
ャッ

シ
ュレ

ス
決

済
デ

ー
タ等

を
用

い
た

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

（
CR

M
）

に
よ

る
、再

来
訪

促
進

、消
費

拡
大

〇
D

M
P（

デ
ー

タマ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

）
の

構
築

に
よ

る
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
の

強
化

観
光

産
業

の
生

産
性

向
上

〇
顧

客
予

約
管

理
シ

ステ
ム

（
PM

S）
に

よ
る

、情
報

管
理

の
高

度
化

、
人

員
配

置
の

効
率

化

〇
非

接
触

チ
ェッ

ク
イ

ン
・シ

ス
テ

ム
（

感
染

防
止

対
策

に
も

貢
献

）

プ
ッシ

ュ型
で

旬
な

情
報

を
伝

え
る

、
ダ

イ
レク

ト
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ

〇
観

光
ア

プ
リを

活
用

した
、混

雑
回

避
・人

流
分

散
に

よ
る

消
費

拡
大

地
域

活
性

化
持

続
可

能
な

経
済

社
会

旅
行

者
体

験
価

値
訪

問
・消

費

<
 地

域
>

住
民

観
光

交
通

農
林

水
産

業
な

ど

観
光

デ
ジ

タ
ル

人
材

の
育

成
・活

用

〇
観

光
地

域
づ

くり
法

人
（

DM
O

）
を中

核
に

、デ
ジ

タ
ル

人
材

を
登

用
・

育
成

〇
デ

ジ
タル

人
材

が
、観

光
地

域
の

デ
ジ

タ
ル

化
や

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

観
光

産
業

経
営

に
お

け
る

デ
ー

タ
活

用
等

を
主

導

（
出

典
:奥

京
都

M
aa

S）

（
出

典
:気

仙
沼

クル
ー

カー
ドア

プ
リ）

（
出

典
:旅

館
陣

屋
）

（
出

典
:s

eq
ue

nc
e）

（
出

典
:京

都
観

光
Na

vi
）

観
光

分
野

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

実
装

2
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旅
行

者
の

利
便

性
向

上
周

遊
促

進
観

光
デ

ジ
タ

ル
人

材
の

育
成

・活
用

観
光

地
経

営
の

高
度

化
観

光
産

業
の

生
産

性
向

上

情 報 収 集

予 約 ・ 決 済

現 地 体 験

移 動

旅 行 者 情 報 の 把 握

顧
客
関
係
管
理

(C
R
M
)

ニ ー ズ に 基 づ く

商 品 開 発 ・ 情 報 発 信

地 域 内 で の 連 携

予 約 ・ 在 庫 管 理 等 の 業 務

利 用 者 情 報 の 把 握

ニ ー ズ に 基 づ く

サ ー ビ ス 開 発 ・ 情 報 発 信

デ ジ タ ル 人 材 の 育 成

デ ジ タ ル 人 材 の 外 部 登 用

・ デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ

・ 観 光 ア プ リ

・ S N S

・ ウ ェ ブ サ イ ト４
本

柱
の

実
現

に
資

す
る

主
な

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル

・ オ ン ラ イ ン 予 約 ・ 決 済 シ ス テ ム

・ V R / A R 体 験

・ M a a S

・ E C サ イ ト

・ 観 光 ア プ リ

・ 地 域 O T A

・ ウ ェ ブ サ イ ト

・ 分 析 ツ ー ル

・ 可 視 化 ツ ー ル

・ S N S

・ ウ ェ ブ サ イ ト

・ D M P

・ A P I

・ 非 接 触 チ ェ ッ ク イ ン

・ P M S

・ 分 析 ツ ー ル

・ 可 視 化 ツ ー ル

・ S N S

・ ウ ェ ブ サ イ ト
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